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（Miyahara et al., 2017）
現代においては顕著にシグナルが見られる
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5-8 (0 sigma) sol max
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まとめ
• 古典籍を用いることにより、太陽気候影響の
長期的な変化を検証することが可能となる。
• 150年分の雷データから、黒点数のレべルごと
の27日周期の強度の変化を検出。
• 複数地点の古典籍を用いることにより、太陽気
候影響の空間的な変化をトレースすることも可
能である。
